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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池を用いて駆動し、表示対象であるコンテンツの各ページを記憶性表示体に切換表示
させる表示装置であって、
　前記電池の残量を検出する残量検出手段と、前記残量検出手段で検出された電池の残量
と前記コンテンツの切換表示可能なページ数との対応関係を報知する報知手段とを備え、
　前記報知手段は、前記記憶性表示体に表示させるコンテンツを利用者が選択するときに
、前記対応関係を利用者に報知すると共に、前記残量検出手段で検出された電池の残量に
基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能な最大のページ数を算出し、前記算出された最
大ページ数が所定の基準ページ数以上であるときには当該基準ページ数以上の閲覧が可能
であることを報知し、さらに、前記基準ページ数を複数設定可能としたことを特徴とする
表示装置。
【請求項２】
　前記報知手段は、前記算出されたページ数が前記複数の基準ページ数のうち最も小さい
基準ページ数より小さいときには、前記算出されたページ数をそのまま報知することを特
徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記残量検出手段で検出された電池の残量の変化に基づいて前記切換表示によって消費
された消費電力を算出する消費電力算出手段を備え、
　前記報知手段は、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記消費電力算出手段で
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算出された消費電力とに基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能なページ数を算出する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記報知手段は、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記記憶性表示体の駆動
方法とに基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能なページ数を算出することを特徴とす
る請求項１から３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　電池を用いて駆動し、表示対象であるコンテンツの各ページを記憶性表示体に切換表示
させる表示装置であって、
　前記電池の残量を検出する残量検出手段と、前記残量検出手段で検出された電池の残量
と前記コンテンツの切換表示可能なページ数との対応関係を報知する報知手段と、前記記
憶性表示体の温度を検出する温度検出手段とを備え、
　前記報知手段は、前記記憶性表示体に表示させるコンテンツを利用者が選択するときに
、前記対応関係を利用者に報知すると共に、前記残量検出手段で検出された電池の残量に
基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能な最大のページ数を算出し、前記算出された最
大ページ数が所定の基準ページ数以上であるときには当該基準ページ数以上の閲覧が可能
であることを報知し、さらに、前記基準ページ数を複数設定可能としていると共に、前記
残量検出手段で検出された電池の残量と前記温度検出手段で検出された温度とに基づいて
前記記憶性表示体に切換表示可能なページ数を算出することを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　稼働時間に応じて電力消費量が変化する特定回路に電力を供給する特定回路用電池と、
前記切換表示に用いる電池とを備え、
　前記残量検出手段は、前記切換表示に用いる電池の残量を検出することを特徴とする請
求項５に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示対象であるコンテンツの各ページを記憶性表示体、つまり、電力の供給
を止めてもそれまでの表示内容を保持可能な表示体に切換表示させる電池駆動型の表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の表示装置としては、例えば、所定のページに区切られた書籍等のコンテ
ンツの各ページを、コレステリック液晶や電気泳動型表示体等の記憶性表示体に切換表示
させ、利用者にコンテンツを閲覧させる電子書籍の表示装置がある。
　また、例えば、ディスプレイに電池の残量をそのまま表示し、電池の交換や充電を促す
携帯電話が知られている（例えば、特許文献１参照。）。また、ディスプレイに電池の残
量に応じた使用可能時間を表示するノートパソコンも知られている。
【特許文献１】特開２００３－２３３４４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記従来の技術を組み合わせ、コンテンツの各ページを記憶性表示体に切換
表示させる表示装置に電池の残量をそのまま表示させるものにあっては、例えば、利用者
がコンテンツを閲覧しているときに、電池の残量が少ないことを表示したとしても、現在
の電池の残量で残りページを読み終わることができるのか否か判断することは難しい。
　また、前記記憶性表示体を用いた表示装置は切換表示のときのみ電力を消費するように
なっているため、電池の残量に応じた使用可能時間を規定することはできない。
【０００４】
　そこで、本発明は、上記従来技術の未解決の問題点に着目してなされたものであって、
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記憶性表示体に適する残量報知を行う表示装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、第１の発明の表示装置は、電池を用いて駆動し、表示対象
であるコンテンツの各ページを記憶性表示体に切換表示させる表示装置であって、前記電
池の残量を検出する残量検出手段と、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記コ
ンテンツの切換表示可能なページ数との対応関係を報知する報知手段とを備えたことを特
徴とする。
　また、第２の発明である表示装置は、前記報知手段は、前記記憶性表示体に表示させる
コンテンツを利用者が選択するときに、前記対応関係を利用者に報知することを特徴とす
る。
【０００６】
　さらに、第３の発明である表示装置は、電池を用いて駆動し、表示対象であるコンテン
ツの各ページを記憶性表示体に切換表示させる表示装置であって、前記電池の残量を検出
する残量検出手段と、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記コンテンツの切換
表示可能なページ数との対応関係を報知する報知手段とを備え、前記報知手段は、前記記
憶性表示体に表示させるコンテンツを利用者が選択するときに、前記対応関係を利用者に
報知すると共に、前記記憶性表示体に表示されているコンテンツの残りページの切換表示
に要する消費電力を算出し、前記算出された消費電力の結果と前記残量検出手段で検出さ
れた残量とに基づいて、前記報知を行うことを特徴とする。
　また、第４の発明である表示装置は、前記報知手段は、前記算出された消費電力を前記
残量検出手段で検出された電池の残量から減じた値が所定閾値以下であるときには、前記
電池の残量と前記算出された消費電力との差が小さいことを報知することを特徴とする。
【０００７】
　さらに、第５の発明である表示装置は、前記算出された消費電力を前記残量検出手段で
検出された電池の残量から減じた値が所定閾値以下であるときに、前記記憶性表示体に表
示中のページから次ページへのみ切換表示可能とさせる表示動作制限手段を備えたことを
特徴とする。
　また、第６の発明の表示装置は、前記報知手段は、前記残量検出手段で検出された残量
に基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能な最大のページ数を算出し、前記算出された
切換表示可能な最大のページ数に基づいて前記報知を行うことを特徴とする。
【０００８】
　さらに、第７の発明の表示装置は、前記報知手段は、前記算出された切換表示可能な最
大のページ数が基準ページ数以上であるときには、基準ページ数以上の閲覧が可能である
ことを報知することを特徴とする。
　また、第８の発明の表示装置は、電池を用いて駆動し、表示対象であるコンテンツの各
ページを記憶性表示体に切換表示させる表示装置であって、前記電池の残量を検出する残
量検出手段と、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記コンテンツの切換表示可
能なページ数との対応関係を報知する報知手段とを備え、前記報知手段は、前記記憶性表
示体に表示させるコンテンツを利用者が選択するときに、前記対応関係を利用者に報知す
ると共に、前記残量検出手段で検出された電池の残量に基づいて前記記憶性表示体に切換
表示可能な最大のページ数を算出し、前記算出された最大ページ数が所定の基準ページ数
以上であるときには当該基準ページ数以上の閲覧が可能であることを報知し、さらに、前
記基準ページ数を複数設定可能としたことを特徴とする。
　さらに、第９の発明の表示装置は、前記報知手段は、前記算出されたページ数が前記複
数の基準ページ数のうち最も小さい基準ページ数より小さいときには、前記算出されたペ
ージ数をそのまま報知することを特徴とする。
【０００９】
　これら第１～第９の発明によれば、閲覧しているコンテンツの残りページを現在の電池
の残量で読み終わることができるのか否かを容易に判断できる表示、つまり記憶性表示体
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に適する残量報知を行うことができる。
　また、第４の発明によれば、次ページへの切換表示以外の動作を利用者に禁止させるこ
とができ、それらの動作によって電力が消費されることを防止し、表示されているコンテ
ンツを最後のページまで切換表示可能とすることができる。
【００１０】
　さらに第５の発明によれば、次ページへの切換表示以外の動作によって電力が消費され
てしまうことを防止でき、表示されているコンテンツを最後のページまで切換表示可能と
することができる。
　また、第１０の発明である表示装置は、前記残量検出手段で検出された電池の残量の変
化に基づいて前記切換表示によって消費された消費電力を算出する消費電力算出手段を備
え、前記報知手段は、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記消費電力算出手段
で算出された消費電力とに基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能なページ数を算出す
ることを特徴とする。
【００１１】
　さらに、第１１の発明である表示装置は、前記報知手段は、前記残量検出手段で検出さ
れた電池の残量と前記記憶性表示体の駆動方法とに基づいて前記記憶性表示体に切換表示
可能なページ数を算出することを特徴とする。
　また、第１２の発明である表示装置は、電池を用いて駆動し、表示対象であるコンテン
ツの各ページを記憶性表示体に切換表示させる表示装置であって、前記電池の残量を検出
する残量検出手段と、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記コンテンツの切換
表示可能なページ数との対応関係を報知する報知手段と、前記記憶性表示体の温度を検出
する温度検出手段とを備え、前記報知手段は、前記記憶性表示体に表示させるコンテンツ
を利用者が選択するときに、前記対応関係を利用者に報知すると共に、前記残量検出手段
で検出された電池の残量に基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能な最大のページ数を
算出し、前記算出された最大ページ数が所定の基準ページ数以上であるときには当該基準
ページ数以上の閲覧が可能であることを報知し、さらに、前記基準ページ数を複数設定可
能としていると共に、前記残量検出手段で検出された電池の残量と前記温度検出手段で検
出された温度とに基づいて前記記憶性表示体に切換表示可能なページ数を算出することを
特徴とする。
【００１２】
　さらに、第１３の発明である表示装置は、稼働時間に応じて電力消費量が変化する特定
回路に電力を供給する特定回路用電池と、前記切換表示に用いる電池とを備え、前記残量
検出手段は、前記切換表示に用いる電池の残量を検出することを特徴とする。
　また、第１４の発明である表示装置は、自己の表示装置の制御処理において生成される
データの保存に用いられるメモリを、不揮発性メモリとしたことを特徴とする。
【００１３】
　これら第１０～第１４の発明によれば、記憶性表示体による電力消費量を適切に算出す
ることができ、記憶性表示体に切換表示可能なページ数等を精度よく算出することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る画像表示装置として、所定のページに区切られた電子ブックのコン
テンツを閲覧するための電子ブックリーダの実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の一実施形態の外形を示す概略構成図であり、図２は、本発明の一実施
形態の内部構成を示すブロック図である。この図２に示すように、電子ブックリーダ１は
、ＣＰＵ（Central Processing Unit ）２、ＲＡＭ（Random Access Memory）３、ＲＯＭ
４、ページ送りボタン５、ページ戻しボタン６、連続送りボタン７及び決定ボタン８が接
続されたＩ／Ｏ９、ＶＲＡＭ（Video Ram）１０、ディスプレイコントローラ１１、表示
装置１２、タッチパネル１３が接続されたタッチパネルＩ／Ｏ１４、電池残量検出回路１
５及び表示体用温度センサ１６を含んで構成される。そして、ページ送りボタン５、ペー



(5) JP 4241347 B2 2009.3.18

10

20

30

40

50

ジ戻しボタン６、連続送りボタン７、決定ボタン８、表示装置１２、タッチパネル１３及
び表示体用温度センサ１６を除く各部はバス１８で互いに信号を授受可能に接続されてい
る。
【００１５】
　これらのうちＣＰＵ２は、ＲＯＭ４に格納された基本制御プログラムやアプリケーショ
ンプログラム等の各種プログラム及びデータを読み込み、それら各種プログラム及びデー
タをＲＡＭ３内に設けられるワークエリアに展開実行して、電子ブックリーダが備える各
部の制御を実行する。また、ＣＰＵ２は、Ｉ／Ｏ９から後述するページ送り信号が出力さ
れていると、表示装置１２に表示されているコンテンツの次ページのコンテンツの画像デ
ータ（以下、ラスタデータとも呼ぶ。）を生成し、そのラスタデータをＶＲＡＭ１０に格
納させる。
【００１６】
　さらに、ＣＰＵ２は、Ｉ／Ｏ９から後述するページ戻し信号が出力されていると、表示
装置１２に表示されているコンテンツの前ページのコンテンツのラスタデータを生成し、
そのラスタデータをＶＲＡＭ１０に格納させる。また、Ｉ／Ｏ９から後述する連続送り信
号が出力されていると、表示装置１２に表示されているコンテンツの次ページのコンテン
ツのラスタデータを次々と生成し、そのラスタデータをＶＲＡＭ１０に次々と格納させる
。
【００１７】
　さらに、ＣＰＵ２は、ページ送りボタン５、ページ戻しボタン６、連続送りボタン７及
び決定ボタン８のいずれかが押下操作されるたびに、後述する表示可能ページ数表示処理
を実行し、現在の駆動用電池の残量で表示可能なページ数（表示可能ページ数）を示す画
像のラスタデータを生成し、そのラスタデータをＶＲＡＭ１０に格納させる。
　また、ＣＰＵ２は、ページ送りボタン５、ページ戻しボタン６、連続送りボタン７及び
決定ボタン８のいずれかが押下操作されるたびに、後述する表示動作制限処理を実行し、
コンテンツの残りページの切換表示に要する消費電力を駆動用電池の使用可能残量から減
じた減算結果が所定閾値以下であるときに、後述するページ戻し信号の出力と連続送り信
号の出力とをＩ／Ｏ９に禁止させる禁止信号をＩ／Ｏ９に出力する。
【００１８】
　また、ＲＡＭ３は、ＣＰＵ２が各種プログラムに従って上記処理を実行するときに、各
種プログラムを展開するワークエリアを形成する。また、ＲＡＭ３は、ＣＰＵ２により実
行される各種処理に係るデータを展開するためのメモリ領域を形成する。なお、ＲＡＭ３
としては、ＦｅＲＡＭ（Ferroelectric Random Access Memory）やＭＲＡＭ(Magnetoresi
stive random access memory)等の不揮発性メモリを使用する。
【００１９】
　このように、本実施形態の電子ブックリーダ１にあっては、ＲＡＭ３として不揮発性メ
モリを使用するようにした。そのため、利用者によるコンテンツの閲覧時間に関わらず、
１ページ分のコンテンツの表示に消費されるＲＡＭ３の消費電力を一定とすることができ
、表示可能ページ数を容易に算出することができる。ちなみに、ＲＡＭ３として前記駆動
用電池の電力を消費するDRAM等の揮発性メモリを使用する方法では、コンテンツの閲覧時
間に応じてＲＡＭ３の消費電力が変化してしまい、表示可能ページ数を精度よく算出する
ことが困難となる。
【００２０】
　さらに、ＲＯＭ４は、ＣＰＵ２により実行される基本制御プログラム、各種アプリケー
ションプログラム及びこれら各プログラムに係るデータ等を格納する。そして、ＲＯＭ４
は、ＣＰＵ２からの読み出し要求に従って、それら各種プログラムやデータをＣＰＵ２に
出力する。なお、ＲＯＭ４内の各種プログラム及びデータは、いずれもＣＰＵ２により 
読み取り及び実行可能な形式で格納されている。
【００２１】
　また、Ｉ／Ｏ９は、次ページのコンテンツを表示装置１２に切換表示させるためのペー
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ジ送りボタン５、前ページのコンテンツを表示装置１２に切換表示させるためのページ戻
しボタン６、次ページのコンテンツを表示装置１２に次々と切換表示させるための連続送
りボタン７及び決定ボタン８が接続されている。そして、Ｉ／Ｏ９は、ページ送りボタン
５が押下操作されるとページ送り信号をＣＰＵ２に出力する。また、Ｉ／Ｏ９は、ＣＰＵ
２から禁止信号が出力されているか否かを判定し、禁止信号が出力されていない場合には
、ページ戻しボタン６が押下操作されるとページ戻し信号をＣＰＵ２に出力し、また、連
続送りボタン７が押下操作されると連続送り信号をＣＰＵ２に出力する。一方、禁止信号
が出力されている場合には、ページ戻し信号の出力と連続送り信号の出力とを禁止する。
【００２２】
　さらに、ＶＲＡＭ１０は、ＣＰＵ２からの書き込み要求に従って、ラスタデータを格納
する。また、ＶＲＡＭ１０は、ディスプレイコントローラ１１からの読み出し要求に従っ
て、そのラスタデータをディスプレイコントローラ１１に出力する。
　また、ディスプレイコントローラ１１は、ＶＲＡＭ１０に格納されているラスタデータ
を読み出し、その読み出されたラスタデータに基づいてゲートドライバ駆動用データ及び
ソースドライバ駆動用データを生成する。そして、ディスプレイコントローラ１１は、そ
の生成されたゲートドライバ駆動用データ及びソースドライバ駆動用データを表示装置１
２の後述するゲートドライバ２０及びソースドライバ２１に分配出力する。
【００２３】
　また、表示装置１２は、複数の画素がアレイ状に形成されたコレステリック液晶パネル
１９、つまり、電力の供給を止めてもそれまでの表示内容を保持可能な液晶からなるパネ
ルを中央に有し、そのコレステリック液晶パネル１９の平面視左側には、ゲートドライバ
２０が配され、平面視上側には、ソースドライバ２１が配されている。そして、表示装置
１２は、ディスプレイコントローラ１１から出力されるゲートドライバ駆動用データ及び
ソースドライバ駆動用データに従って、任意の画素に前記所定の電圧をゲートドライバ２
０及びソースドライバ２１が印加し、コンテンツの画像をコレステリック液晶パネル１９
に表示する。なお、コレステリック液晶パネル１９の駆動方式としては、１走査線ずつ描
画するシングルライン駆動方式や複数走査線を同時に描画するマルチライン駆動方式等を
挙げることができる。
【００２４】
　また、タッチパネルＩ／Ｏ１４は、コレステリック液晶パネル１９の前面側を覆うタッ
チパネル１３が接続されている。そして、タッチパネルＩ／Ｏ１４は、タッチパネル１３
が押圧操作されると操作位置を示すタッチパネル信号をＣＰＵ２に出力する。
　さらに、電池残量検出回路１５は、図３に示すように、Ａ／Ｄコンバータ２２、電圧デ
ータラッチ２３、電池用温度センサ２４、内部ＲＯＭ２５、制御回路２６及び演算器２７
を含んで構成される。
【００２５】
　これらのうちＡ／Ｄコンバータ２２は、電子ブックリーダ１の駆動用電池の電圧データ
を検出し、その検出された電圧データをデジタル化する。そして、Ａ／Ｄコンバータ２２
は、そのデジタル化された電圧を電圧データラッチ２３に出力する。
　また、電圧データラッチ２３は、Ａ／Ｄコンバータ２２から出力されるデジタル化され
た電圧データをラッチし、そのラッチされた電圧データを演算器２７に出力する。
【００２６】
　さらに、電池用温度センサ２４は、電子ブックリーダ１の駆動用電池の温度を検出し、
その検出された温度を制御回路２６に出力する。
　また、内部ＲＯＭ２５は、電子ブックリーダ１の駆動用電池の温度と閾値電圧との関係
、つまり駆動用電池の温度特性を示す制御マップを格納する。そして、内部ＲＯＭ２５は
、制御回路２６からの読み出し要求に従って、その制御マップのデータを制御回路２６に
出力する。なお、内部ＲＯＭ２５内の制御マップのデータは、いずれも制御回路２６によ
り 読み取り可能な形式で格納されている。
【００２７】
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　さらに、制御回路２６は、内部ＲＯＭ２５に格納されている制御マップを参照し、電池
用温度センサ２４で検出された温度に基づいて電子ブックリーダ１の駆動用電池の閾値電
圧を算出し、その算出された閾値電圧を演算器２７に出力する。
　また、演算器２７は、電圧データラッチ２３から出力される電圧データと制御回路２６
から出力される閾値電圧とに基づいて電子ブックリーダ１の駆動用電池が出力可能な電力
、つまり駆動用電池の使用可能残量を算出し、その算出された駆動用電池の使用可能残量
をＣＰＵ２に出力する。
【００２８】
　このように、本実施形態にかかる電子ブックリーダ１にあっては、電子ブックリーダ１
の駆動用電池の温度特性を示す制御マップに基づいて、駆動用電池の使用可能残量を算出
するようにしたため、駆動用電池の使用可能残量を適切に算出することができる。
　また、表示体用温度センサ１６は、コレステリック液晶パネル１９の温度を検出し、そ
の検出された温度をＣＰＵ２及びディスプレイコントローラ１１に出力する。なお、表示
体用温度センサ１６としては、温度変化に対して極めて大きな抵抗値変化を示すサーミス
タを使用し、その出力電圧を測定することによって、コレステリック液晶パネル１９の温
度を検出する。
【００２９】
　次に、表示可能ページ数を表示装置１２に表示させる表示可能ページ数表示処理を、図
４のフローチャートに従って説明する。この表示可能ページ数表示処理は、ページ送りボ
タン５、ページ戻しボタン６、連続送りボタン７及び決定ボタン８のいずれかが押下操作
されると実行される処理であって、まずそのステップＳ１０１では、表示体用温度センサ
１６で検出されたコレステリック液晶パネル１９の温度を読み込む。
【００３０】
　次にステップＳ１０２に移行して、電池残量検出回路１５で検出された電子ブックリー
ダ１の駆動用電池の使用可能残量を読み込む。
　次にステップＳ１０３に移行して、図５のデータテーブルを参照し、前記ステップＳ１
０１で読み込まれた温度に基づいて１ページ分のコンテンツの画像をコレステリック液晶
パネル１９に切換表示させるのに必要な電力（１ページ消費電力）を算出する。データテ
ーブルは、図５に示すように、コレステリック液晶パネル１９の温度と駆動方式とに基づ
いて１ページ消費電力が設定されている。
【００３１】
　このように本実施形態の電子ブックリーダ１によれば、コレステリック液晶パネル１９
の温度や駆動方式に基づいて１ページ諸費電力を算出するようにしたため、コレステリッ
ク液晶パネル１９による電力消費量を適切に算出することができ、コレステリック液晶パ
ネル１９に切換表示可能なページ数等を精度よく算出することができる。
　次にステップＳ１０４に移行して、前記ステップＳ１０２で読み込まれた駆動用電池の
使用可能残量を前記ステップＳ１０３で読み出された１ページ消費電力で除算し、その除
算結果を表示可能ページ数とする。
【００３２】
　次にステップＳ１０５に移行して、前記ステップＳ１０４で算出された表示可能ページ
数を示す画像のラスタデータを生成し、そのラスタデータをＶＲＡＭ１０に格納させてか
ら、この演算処理を終了する。
　次に、コンテンツの残りページの切換表示に要する消費電力から駆動用電池の使用可能
残量を減じた減算結果が所定閾値以下であるときに、ページ戻し信号の出力と連続送り信
号の出力とをＩ／Ｏ９に禁止させる表示動作制限処理を、図６のフローチャートに従って
説明する。この表示動作制限処理は、ページ送りボタン５、ページ戻しボタン６、連続送
りボタン７及び決定ボタン８のいずれかが押下操作されると実行される処理であって、ま
ずそのステップＳ２０１では、表示体用温度センサ１６で検出されたコレステリック液晶
パネル１９の温度を読み込む。
【００３３】
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　次にステップＳ２０２に移行して、電池残量検出回路１５で検出された電子ブックリー
ダ１の駆動用電池の使用可能残量を読み込む。
　次にステップＳ２０３に移行して、図５のデータテーブルを参照し、前記ステップＳ２
０１で読み込まれた温度に基づいて１ページ消費電力を算出する。
　次にステップＳ２０４に移行して、コレステリック液晶パネル１９に表示されているコ
ンテンツの残りページ数に前記ステップＳ２０３で検出された１ページ書き換え消費電力
を乗算し、その乗算結果を前記残りページ分のコンテンツの画像をコレステリック液晶パ
ネル１９に切換表示させるのに必要な電力（残りページ表示消費電力）とする。なお、コ
レステリック液晶パネル１９に表示されているコンテンツの残りページ数の算出方法とし
ては、以下に示す方法が挙げられる。すなわち、まず次ページのコンテンツが表示される
たびに専用カウンタをカウントアップし、また前ページのコンテンツが表示されるたびに
前記専用カウンタをカウントダウンする。そして、それらカウントアップ等された前記専
用カウンタのカウント値を現在表示されているコンテンツのページ番号であるとし、その
ページ番号を前記コンテンツの総ページ数から減算し、その減算結果を残りページ数とす
る。
【００３４】
　次にステップＳ２０５では、前記ステップＳ２０２で読み込まれた駆動用電池の使用可
能残量から前記ステップＳ２０４で算出された残りページ表示電力を減算し、その減算結
果が所定閾値以下であるか否かを判定し、所定値以下である場合には（Ｙｅｓ）ステップ
Ｓ２０６に移行し、そうでない場合には（Ｎｏ）そのままこの演算処理を終了する。
　前記ステップＳ２０６では、ページ戻し信号の出力と連続送り信号の出力とをＩ／Ｏ９
に禁止させる禁止信号をＩ／Ｏ９に出力してから、この演算処理を終了する。
【００３５】
　次に、本実施形態の電子ブックリーダ１の動作を具体的状況に基づいて説明する。
　まず、利用者がページ送りボタン５を押下操作したとする。すると、ＣＰＵ２で、表示
可能ページ数表示処理が実行され、図４に示すように、まずそのステップＳ１０１で、コ
レステリック液晶パネル１９の温度が読み込まれ、ステップＳ１０２で、電子ブックリー
ダ１の駆動用電池の使用可能残量が読み込まれる。また、ステップＳ１０３で、図５のデ
ータテーブルが参照され、前記温度に基づいて１ページ消費電力が算出され、ステップＳ
１０４で、前記駆動用電池の使用可能残量が前記１ページ消費電力で除算され、その除算
結果が表示可能ページ数とされる。そして、ステップＳ１０５で、前記表示可能ページ数
を示す画像のラスタデータが生成され、そのラスタデータがＶＲＡＭ１０に格納され、こ
の演算処理が終了される。
【００３６】
　次に、ディスプレイコントローラ１１で、ＶＲＡＭ１０に格納されているラスタデータ
が読み出され、その読み出されたラスタデータに基づいてゲートドライバ駆動用データ及
びソースドライバ駆動用データが生成される。また、その生成されたゲートドライバ駆動
用データ及びソースドライバ駆動用データに含まれる駆動電力の大きさが表示体用温度セ
ンサ１６で検出された温度に基づいて補正され、その補正結果が表示装置１２のゲートド
ライバ２０及びソースドライバ２１に分配出力される。そして、表示装置１２で、ゲート
ドライバ駆動用データ及びソースドライバ駆動用データに従って、任意の画素に所定の電
圧がゲートドライバ２０及びソースドライバ２１で印加され、図７に示すように、前記表
示可能ページ数を示す画像がコレステリック液晶パネル１９に表示される。
【００３７】
　このように本実施形態の電子ブックリーダ１によれば、閲覧しているコンテンツの残り
ページを現在の電池の残量で読み終わることができるのか否かを容易に判断できる表示、
つまり記憶性表示体に適する残量報知を行うことができる。したがって、例えば、駆動用
電池の使用可能残量で切換表示できるページ数が少ないときには、ページ送り以外の操作
を極力避けた閲覧方法とするというように、利用者は駆動用電池の使用可能残量に応じた
適切な閲覧方法を採用することができる。
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【００３８】
　また同時に、ＣＰＵ２で、表示動作制限処理が実行され、図６に示すように、まずその
ステップＳ２０１で、コレステリック液晶パネル１９の温度が読み込まれ、ステップＳ２
０２で、電子ブックリーダ１の駆動用電池の使用可能残量が読み込まれる。また、ステッ
プＳ２０３で、図５のデータテーブルが参照され、前記温度に基づいて１ページ消費電力
が算出され、ステップＳ２０４で、表示されているコンテンツの残りページ数に前記１ペ
ージ書き換え消費電力が乗算され、その乗算結果が残りページ表示消費電力とされる。そ
して、駆動用電池の使用可能残量から残りページ表示電力を減算した減算結果が所定閾値
以下であるとすると、ステップＳ２０５の判定が「Ｙｅｓ」となり、ステップＳ２０６で
、禁止信号がＩ／Ｏ９に出力され、この演算処理が終了される。
【００３９】
　このように本実施形態の電子ブックリーダ１によれば、前ページへの切換表示等が禁止
され、次ページへの切換表示以外に消費される消費電力を小さくすることができ、閲覧し
ているコンテンツを最後のページまで切換表示することができる。また、既に閲覧してい
るコンテンツの残りページ全ては、駆動用電池の使用可能残量では表示できないようなと
きであっても、できるだけ多くのページを表示させることができる。
【００４０】
　なお、上記実施形態によれば、図２の電池残量検出回路１５及び図３のステップＳ１０
２が残量検出手段を構成し、以下同様に、図２のＣＰＵ２及び図３のステップＳ１０４が
ページ数算出手段を構成し、図３のステップＳ１０５が報知手段を構成し、図２の表示体
用温度センサ１６が温度検出手段を構成し、図６のステップＳ２０４が第３消費電力算出
手段を構成し、図６のステップＳ２０６が表示動作制限手段を構成し、図２のＲＡＭ３が
コンテンツデータ格納手段を構成し、図２のＣＰＵ２が表示制御手段を構成する。
【００４１】
　また、本発明の表示装置は、上記実施の形態の内容に限定されるものではなく、本発明
の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　例えば、上記実施形態では、電子ブックリーダ１の駆動用電池の電圧に基づいて当該駆
動用電池の使用可能残量を算出する例を示したが、これに限られるものではなく、例えば
、電流検出用の抵抗にかかる電圧をＡ／Ｄコンバータ２２で定期的に検出し、その検出毎
に得られる電流を逐次加算し、その逐次加算された電流量を駆動用電池の使用可能な総電
流量から差し引いて、駆動用電池の使用可能残量を算出するようにしてもよい。
【００４２】
　また、コレステリック液晶パネル１９を用いる例を示したが、これに限られるものでは
ない。例えば、電気泳動ディスプレイ等他の記憶性表示体を用いるようにしてもよい。
　さらに、電子ブックリーダ１の駆動用電池とは別に、タッチパネル１３、タッチパネル
Ｉ／Ｏ１４及び表示体用温度センサ１６等といった、電子ブックリーダ１の使用時間に応
じて電力消費量が変化する特定回路に電力を供給する特定回路用電池を設けてもよい。
【００４３】
　また、ＲＡＭ３として不揮発性メモリを使用する例を示したが、これに限られるもので
はなく、例えば、図８に示すように、ＤＲＡＭ等の揮発性メモリを使用し、電子ブックリ
ーダ１の駆動用電池とは別に、ＲＡＭ３用に専用電池を用意してもよい。また、ＲＡＭ３
に専用電池を用意するときには、その専用電池の使用可能残量をコレステリック液晶パネ
ル１９に表示するようにしてもよい。
【００４４】
　さらに、コンテンツの残りページの切換表示に要する消費電力を駆動用電池の使用可能
残量から減じた減算結果が所定閾値以下であるときに、ページ戻し信号の出力と連続送り
信号の出力とをＩ／Ｏ９に禁止させる例を示したが、これに限られるものではなく、例え
ば、駆動用電池の使用可能残量と前記消費電力との差が小さい旨を報知し、利用者に注意
を促すようにしてもよい。この報知の方法としては、例えば、コレステリック液晶パネル
１９にその旨を表示させるようにしてもよいし、他のサブディスプレイ等に表示させるよ
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うにしてもよい。また、スピーカ等に音声で報知させるようにしてもよい。
【００４５】
　さらに、予め定められたデータテーブルを参照して１ページ消費電力を算出する例を示
したが、これに限られるものではなく、例えば、１ページ分のコンテンツの切換表示を行
うたびに、その切換表示前の駆動用電池の使用可能残量から当該切換表示後の駆動用電池
の使用可能残量を減じ、その減算結果を１ページ消費電力とするようにしてもよい。なお
、１ページ分の切換表示前の駆動用電池の使用可能残量と当該切換表示後の駆動用電池の
使用可能残量の算出方法としては、その切換表示前に電圧データラッチ２３にラッチされ
ていた電圧データに基づいて当該切換表示前の駆動用電池の使用可能残量を算出し、また
当該切換表示後に電圧データラッチ２３にラッチされている電圧データに基づいて当該切
換表示後の駆動用電池の使用可能残量を算出する方法が挙げられる。
【００４６】
　また、１ページ消費電力を算出する方法によれば、新たに算出された１ページ消費電力
に基づいてデータテーブルを補正するようにしてもよい。そのようにすれば、コレステリ
ック液晶パネル１９の消費電力のバラツキを適切に補正することができ、表示可能ページ
数をより精度よく算出することができる。なお、データテーブルの補正時には、それまで
データテーブルに格納されていた１ページ消費電力と新たに算出された１ページ消費電力
との間の平均値を補正結果としてもよく、また、それまでのデータテーブルに格納されて
いた１ページ消費電力に新たに算出された１ページ消費電力よりも大きい重みをつけて加
算算出するようにしてもよい。
【００４７】
　さらに、表示可能ページ数をそのままコレステリック液晶パネル１９に表示する例を示
したが、これに限られるものではなく、例えば、電子ブックリーダ１の表示可能ページ数
に所定の基準ページ数を設け、例えば、表示可能ページ数が基準ページ数である１０００
ページ以上である場合には、図９に示すように、「後１０００ページ以上閲覧可能です。
」と表示するようにしてもよい。また、基準ページ数以上のページを切換表示可能である
ときにその旨を報知する場合には、例えば、その基準ページ数を複数設定するようにして
もよい。すなわち、例えば、基準ページ数として１０００ページと５００ページとを設定
し、表示可能ページ数が１０００ページ以下となってからは、「後１０００ページ以上閲
覧可能です。」という表示に代えて、「後５００ページ以上閲覧可能です。」と表示され
るようにしてもよい。なおその際、表示可能ページ数が複数の基準ページ数のうち最も小
さい基準ページ数より小さくなってからは、その表示可能ページ数をそのまま、つまり１
ページ単位で表示するようにしてもよい。
【００４８】
　また、図５にコレステリック液晶パネル１９の温度を０℃～６０℃の範囲で１０℃毎に
区切ったデータテーブルを用意する例を示したが、これに限られるものではない。例えば
、５℃毎に区切ったテーブルを用意するようにしていてもよい。また、１ページ消費電力
がコレステリック液晶パネル１９の温度変化に応じて線形的に変化する記憶性表示体でな
く、所定温度より小さいときに一定となり、所定温度以上であるときに指数的に変化する
記憶性表示体である場合には、コレステリック液晶パネル１９の温度変化が所定温度より
小さいときに温度の区切りを粗くし、所定温度以上であるときに温度の区切りを細かくす
るようにしてもよい。
【００４９】
　さらに、表示可能ページ数をコンテンツと一緒に表示する例を示したが、これに限られ
るものではない。例えば、図１０に示すように、コレステリック液晶パネル１９に表示さ
せるコンテンツを利用者に選択させるときに、選択可能なコンテンツである書籍の背表紙
の画像と一緒に表示するようにしてもよい。そのようにすれば、コンテンツを選択するた
めの指標とすることができる。また、図１１に示すように、コンテンツを選択するときに
は書籍の背表紙の画像に重ねて、対応するコンテンツに含まれる切換表示可能なページ数
の割合を示す棒グラフをそれぞれ表示させるようにしてもよい。そのようにすれば、現在
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ることができ、コンテンツを選択するためのより分かりやすい指標とさせることができる
。また、駆動用電池の使用可能残量で読み切ることができるコンテンツがない場合には、
例えば、コンテンツの終盤近辺で電池切れが発生するコンテンツよりも、中盤部分で電池
切れが発生するコンテンツを選択することもできる。すなわち、コンテンツの終盤近辺ま
で読み進んだにも関わらず、電池切れで読み終われないというストレスを与えてしまうこ
とを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施形態の電子ブックリーダの概略構成図である。
【図２】図１の電子ブックリーダの内部構成を示すブロック図である。
【図３】図２の電池残量検出回路の内部構成を示すブロック図である。
【図４】表示可能ページ数表示処理を示すフローチャートである。
【図５】図４の表示可能ページ数表示処理で参照されるデータテーブルである。
【図６】表示動作制限処理を示すフローチャートである。
【図７】実施形態の動作を説明するための説明図である。
【図８】本発明の変形例を説明するためのブロック図である。
【図９】本発明の変形例を説明するための説明図である。
【図１０】本発明の変形例を説明するための説明図である。
【図１１】本発明の変形例を説明するための説明図である。
【符号の説明】
【００５１】
１は電子ブックリーダ、２はＣＰＵ（ページ数算出手段、表示制御手段）、３はＲＡＭ（
コンテンツデータ格納手段）、４はＲＯＭ、５はページ送りボタン、６はページ戻しボタ
ン、７は連続送りボタン、８は決定ボタン、９はＩ／Ｏ、１０はＶＲＡＭ、１１はディス
プレイコントローラ、１２は表示装置、１３はタッチパネル、１４はタッチパネルＩ／Ｏ
、１５は電池残量検出回路（残量検出手段）、１６は表示体用温度センサ（温度検出手段
）、１８はバス、１９はコレステリック液晶パネル、２０はゲートドライバ、２１はソー
スドライバ、２２はコンバータ、２３は電圧データラッチ、２４は電池用温度センサ、２
５は内部ＲＯＭ、２６は制御回路、２７は演算器
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